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斉
藤　
　

薫
（
新
橋
・
東
京
電
車
区
）

労
働
条
件
改
善
、
安
全
輸
送
確
立
を
目

指
す
闘
い
。
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
乗
務

行
路
が
増
え
た
。
多
車
種
・
多
線
区
担
当
乗

務
員
区
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
異
常
時
対
応

や
新
た
な
取
扱
い
に
不
安
の
声
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
東

京
駅
連
結
時
の
機
器
取
扱
い
に
対
す
る
不

安
、
ホ
ー
ム
要
員
削
減
に
よ
る
旅
客
転
落
、

急
病
人
発
生
に
よ
る
乗
務
員
対
応
、
異
常
時

対
応
に
気
を
取
ら
れ
大
幅
過
走
、
入
信
冒
進

や
手
歯
止
め
踏
み
潰
し
な
ど
、
責
任
事
故
が

多
発
。
合
理
化
は
個
人
対
応
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
厳
し
い
労
働
条
件
の
も
と
で
健
康
破
壊

も
増
大
。
体
の
調
子
が
悪
く
て
も
休
め
な

い
、
体
調
変
化
で
怪
我
や
病
気
の
悪
化
。
空

調
の
悪
い
地
下
職
場
で
は
、
い
つ
感
染
し
て

も
お
か
し
く
な
い
衛
生
状
態
。

労
働
者
間
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
会

社
に
つ
く
か
、
組
合
に
つ
く
か
、
諦
め
る
か

で
将
来
も
変
わ
る
。
競
争
を
辞
め
さ
せ
共
通

し
た
要
求
掲
げ
、
労
働
組
合
と
し
て
闘
え
る

の
は
国
労
だ
け
。
仕
事
・
安
全
総
点
検
運
動

を
も
と
に
、
労
働
条
件
改
善
・
安
全
輸
送
の

た
め
、
団
結
し
取
り
組
み
要
求
の
実
現
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

大
村　
　

匡
（
神
奈
川
・
横
浜
駅
）

横
浜
駅
改
札
で
は
四
九
名
中
入
社
二
年

目
以
下
の
社
員
は
二
四
名
と
約
半
数
。
急
激

な
若
返
り
で
、
若
い
社
員
だ
け
で
一
徹
を
こ

な
す
場
面
も
あ
り
、
不
安
の
声
。
横
浜
駅
の

国
労
組
合
員
は
少
な
い
と
は
い
え
二
五
名
お

り
、
職
場
に
お
い
て
は
、
指
導
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、
相
談
役
と
な
り
他
労
組
の
役
員
に

は
話
せ
な
い
こ
と
を
聞
い
て
、
彼
ら
の
代
弁
者

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
組
織
拡
大
に
向
け
た

課
題
も
見
え
て
き
た
。
若
い
社
員
を
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
誘
っ
て
も
、
そ
の
場
の
集
ま
り
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
、
踏
み
込
ん
だ
話
は
で
き
て

い
な
い
。
組
合
不
要
論
が
あ
り
大
事
な
こ
と
も

面
倒
く
さ
い
か
ら
と
言
っ
て
逃
げ
て
い
る
。
他

労
組
は
情
報
を
早
く
知
り
、
我
々
が
後
手
に
回

っ
て
い
る
。
入
社
後
着
任
時
の
対
応
が
で
き
て

い
な
い
。
地
区
本
部
主
催
の
組
織
拡
大
経
験
交

流
集
会
に
参
加
し
た
。
各
職
場
で
の
取
り
組
み

の
教
訓
や
問
題
点
を
共
有
し
、
気
持
ち
を
引
き

締
め
組
織
の
拡
大
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

坂
本　

和
彦
（
自
動
車
・Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
東
京
）

組
織
拡
大
に
つ
い
て
。
昨
年
一
〇
月
小
松
さ

ん
が
加
入
。
支
部
主
催
の
交
流
会
に
も
毎
年
参

加
し
て
く
れ
て
い
た
。
職
場
で
交
流
を
重
ね
、

国
労
運
動
に
理
解
を
示
し
て
頂
き
、
加
入
と
な

っ
た
。
今
ま
で
な
か
な
か
国
労
に
来
い
と
は
言

え
な
か
っ
た
。
こ
の
考
え
を
改
め
て
国
労
に
誘

い
快
く
承
諾
し
て
頂
い
た
。
今
後
も
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
は
、
成
田
空
港
へ
の
運
行

を
開
始
。
一
層
の
増
便
予
定
。
地
方
支
店
か
ら

東
京
へ
異
動
が
あ
っ
た
が
、
地
方
支
店
で
は
要

員
が
足
り
な
い

中
で
異
動
。
国

鉄
改
革
期
に
地

方
か
ら
東
京
に

転
勤
と
な
り
、

二
五
年
間
遠
距

5 月 5 日

離
通
勤
を
強
い
ら
れ
て
い
る
組
合
員
が
い
る
。
職

場
に
泊
ま
り
込
み
も
多
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
は
程

遠
い
。

一
括
和
解
以
降
、
差
別
が
無
く
な
っ
た
か
と
言

え
ば
疑
問
。
提
案
も
ダ
イ
ヤ
改
正
の
事
前
説
明
も

な
い
。
試
験
に
は
合
格
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

国
労
の
管
理
職
も
主
任
も
指
導
員
も
い
な
い
。
中

心
的
な
業
務
か
ら
国
労
組
合
員
が
排
除
さ
れ
て
い

る
。
差
別
の
根
絶
を
目
指
す
。

上
野　

和
彰
（
新
橋
・
馬
喰
町
駅
）

昨
年
二
月
に
駅
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
導
入
。

西
口
か
ら
遠
隔
化
さ
れ
た
東
口
を
見
て
い
る
。

乗
車
券
の
誤
購
入
や
ミ
ス
タ
ッ
チ
処
理
、
無
人

駅
か
ら
の
乗
車
証
明
の
精
算
、
乗
車
券
併
用
や

外
国
人
案
内
な
ど
、
西
口
の
業
務
を
行
い
な
が

ら
東
口
の
対
応
。
馬
喰
町
駅
は
周
辺
に
ホ
テ
ル

が
多
く
、
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
パ
ス
の
旅
行
者
が
毎
日
一
二
〇
名
程
度
あ

る
。
外
国
人
を
は
じ
め
、
高
齢
者
な
ど
交
通
弱

者
に
優
し
く
な
い
駅
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
輸
送
混
乱
時
な
ど
急
ぎ
の

対
応
が
で
き
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
直
接
の

苦
情
が
届
い
て
い
る
。
不
満
を
持
っ
て
い
る
利

用
者
は
増
え
て
い
る
。

都
営
新
宿
線
と
の
乗
換
駅
と
い
う
状
況
か
ら

車
イ
ス
も
月
六
〇
件
案
内
が
あ
り
、
乗
換
の
際

に
線
路
に
物
を
落
と
し
た
旅
客
の
拾
得
対
応
な

ど
多
い
。
超
勤
で
様
々
対
応
す
る
こ
と
が
多
い
。

要
員
を
増
や
す
こ
と
を
求
め
る
。

織
戸　

康
弘
（
大
宮
・
南
古
谷
駅
）

駅
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
導
入
と
、
み
ど
り
の

窓
口
の
営
業
時
間
短
縮
の
提
案
を
受
け
た
。
被

制
御
駅
は
初
電
か
ら
六
時
三
〇
分
ま
で
駅
が
無

人
。
車
イ
ス
、
線
路
内
拾
得
物
、
券
売
機
対
応

の
問
題
、
駅
に
よ
っ
て
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も

六
時
三
〇
分
ま
で
動
か
な
い
。
ど
こ
が
お
客
さ

ま
第
一
な
の
か
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
か
ら
は
、
不

安
が
あ
り
実
施
さ
れ
た
ら
辞
め
る
と
い
う
声
も
。

二
月
一
二
日
に
団
体
交
渉
を
行
っ
た
が
、
お
客

さ
ま
軽
視
と
、
社
員
の
安
全
も
守
ら
れ
な
い
内

容
で
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｓ
社
員
が
い
な
い
と
駅
業
務
が
回
ら
な
い
。

社
員
よ
り
Ｇ
Ｓ
社
員
が
第
一
線
で
活
躍
し
て
い

る
駅
が
多
い
。
雇
い
止
め
後
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
プ

ロ
パ
ー
社
員
と
し
て
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る

考
え
が
見
え
見
え
。
年
々
合
格
率
が
低
下
。
Ｇ

Ｓ
社
員
を
Ｊ
Ｒ
本
体
の
正
社
員
と
し
て
採
用
す

三
四
億
円
で
四
期
連
続
黒
字
。
要
因
は
消
費
税
増
税

前
の
駆
込
需
要
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
。
そ
の
中
、福
利
厚
生
の
廃
止
、期
末
手
当
の
削
減
。

生
活
す
る
だ
け
で
精
一
杯
。
他
労
組
の
若
手
も
車
の

ロ
ー
ン
で
夏
季
手
当
が
無
く
な
る
、
結
婚
資
金
が
貯

ま
ら
な
い
と
い
う
声
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
月
二
七

日
、
諸
手
当
の
見
直
し
と
し
て
，
都
市
地
域
手
当
の

二
年
間
保
証
廃
止
。
祝
日
等
勤
務
手
当
廃
止
。
乗
務

員
旅
費
日
当
廃
止
。
分
会
で
諸
手
当
廃
止
に
反
対
す

る
緊
急
署
名
。
国
労
は
当
然
全
員
分
の
一
八
名
、
他

組
合
員
八
名
集
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
他
労
組
組
合

員
か
ら
「
組
合
か
ら
何
も
聞
い
て
い
な
い
。
反
対
だ

か
ら
署
名
す
る
」
と
言
っ
て
い
た
。

昨
年
一
〇
月
、
保
全
職
場
効
率
化
提
案
。
東
京
、

新
潟
、
南
松
本
に
あ
る
保
全
区
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
新
し
く
隅
田
川
駅
構
内
に
東

日
本
工
事
管
理
事
務
所
。札
幌
と
仙
台
に
工
事
支
所
。

東
日
本
工
事
事
務
所
で
工
事
管
理
を
全
て
行
う
。
現

場
は
広
範
囲
で
と
て
も
で
き
な
い
。
全
国
的
な
転
勤

や
大
規
模
工
事
で
短
期
異
動
が
。

堀
井　

秀
弥
（
新
橋
・
蒲
田
電
車
区
）

京
浜
東
北
・
根
岸
線
乗
務
員
基
地
再
編
問
題
。

会
社
の
目
的
は
、
乗
務
効
率
化
と
要
員
削
減
が
目

的
な
の
は
明
ら
か
。
乗
務
員
職
場
は
今
後
ど
う
な

る
の
か
。
納
得
の
い
く
職
場
づ
く
り
を
求
め
る
。

昨
年
二
月
、
川
崎
駅
構
内
で
発
生
し
た
脱
線

転
覆
事
故
。
過
去
の
事
故
を
教
訓
化
せ
ず
、
同
じ

過
ち
。
諸
先
輩
か
ら
初
電
と
終
電
は
特
段
に
気
を

付
け
ろ
と
言
わ
れ
て
い
た
。
調
査
す
れ
ば
ど
ん
ど

ん
保
守
作
業
の
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
が
出
て
く
る
と

思
う
。
無
理
な
保
守
作
業
の
委
託
、
丸
投
げ
や
合

理
化
、
効
率
化
の
弊
害
。
犠
牲
に
な
る
の
は
そ
こ

で
働
く
労
働
者
と
利
用
す
る
乗
客
だ
。
実
態
を
利

用
者
に
知
ら
せ
、
安
全
で
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
と
し
て
の
Ｊ
Ｒ
を
作
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
支
援
。
分
会
と
し
て
加
盟
し

て
い
る
大
田
区
労
協
を
中
心
と
し
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
支
援

で
闘
っ
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
、
あ
あ
い
う
結
果

に
な
っ
た
が
、
国
労
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
を

勝
ち
取
る
た
め
の
先
頭
に
立
っ
て
欲
し
い
。

川
俣　

賢
治
（
大
宮
・
浦
和
車
掌
区
）

毎
年
行
わ
れ
る
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
乗
務
量
の

増
大
、
要
員
削
減
、
ホ
ー
ム
要
員
の
見
直
し
に
よ

り
、
労
働
条
件
は
ど
ん
ど
ん
低
下
。
分
会
で
は
人

間
ら
し
い
労
働
を
す
る
た
め
に
必
要
な
、
食
う･

寝
る･

ト
イ
レ
の
時
間
確
保
を
合
言
葉
に
運
動
を

進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
京
浜
東
北
線
一
〇
両
編

成
の
折
り
返
し
時
分
は
五
分
、
朝
食
三
〇
分
、
夕

食
四
〇
分
、
睡
眠
時
間
は
着
発
五
時
間
一
〇
分
と

い
う
行
路
が
あ
り
、
若
い
車
掌
で
も
定
年
ま
で
働

き
続
け
る
自
信
が
な
い
と
言
う
。

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
。
大
宮
車
両
所
で
若
い

組
合
員
の
組
織
拡
大
が
あ
り
、勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

趣
味
を
通
じ
て
釣
り
や
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
く
人
、

逆
に
向
こ
う
か
ら
悩
み
事
を
相
談
し
て
く
れ
る
他

労
組
組
合
員
も
お
り
、
組
織
拡
大
の
芽
は
多
く
あ

る
。
労
働
組
合
に
は
関
心
無
し
、
と
い
う
風
潮
も

あ
る
が
、国
労
の
火
を
消
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

今
後
も
平
成
採
社
員
と
ど
ん
ど
ん
話
を
し
、
組
織

拡
大
の
芽
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

武
田　

英
雄
（
八
王
子
・
八
王
子
保
線
技
セ
）

外
注
先
の
労
働
条
件
は
極
限
ま
で
切
り
下
げ
。

死
亡
事
故
や
大
け
が
に
至
る
労
働
災
害
の
多
発
や

技
術
力
の
低
下
と
雇
用
不
安
。
慢
性
的
な
要
員
不

足
で
、
連
日
連
夜
夜
業
。
Ｊ
Ｒ
の
保
線
職
場
で
も

要
員
不
足
か
ら
慢
性
的
超
勤
。
若
手
社
員
は
業
務

研
修
に
追
い
か
け
ら
れ
本
来
業
務
は
二
の
次
。
事

故
が
起
こ
る
度
に
増
え
て
い
く
書
類
や
ル
ー
ル
の

変
更
、
調
査
。
技
術
力
の
低
下
、
協
力
会
社
や
孫

請
け
会
社
の
実
態
調
査
の
取
り
組
み
の
強
化
を
。

一
五
春
闘
。
今
、
労
働
者
は
四
分
の
一

が
年
収
二
〇
〇
万
円
以
下
。
非
正
規
雇
用
は

二
〇
〇
〇
万
人
。
安
易
な
リ
ス
ト
ラ
と
非
正
規

雇
用
の
乱
用
。
自
公
連
立
政
権
は
派
遣
労
働
の

全
面
解
禁
、
労
働
時
間
規
制
の
緩
和
、
原
発
の

再
稼
働
と
輸
出
、
集
団
的
自
衛
権
な
ど
、
平
和

と
民
主
主
義
を
脅
か
す
暴
走
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で

も
二
兆
五
〇
〇
〇
億
も
の
内
部
留
保
。
二
万
円

の
賃
上
げ
と
二
五
〇
〇
人
の
雇
用
確
保
が
可

能
。
こ
の
春
闘
で
は
一
致
す
る
要
求
課
題
で
の

統
一
闘
争
の
追
求
に
向
け
、
私
も
奮
闘
す
る
。

東　

功
二
郎
（ 

上
野
・
上
野
駅
）

べ
き
。

大
野　
　

泰

（
上
野
・
Ｊ
Ｒ
貨
物

関
東
保
全
技
セ
） 

Ｊ
Ｒ
貨
物

は
経
常
利
益

委
託
会
社

で
の
要
員
が
間

に
合
わ
な
い
。

若
年
出
向
で
穴

埋
め
。
若
年
出

向
は
指
導
的
役
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当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

＜引受保険会社＞

＜募集代理店＞

アフラック　東京第二法人営業部

アベニール株式会社

初めて診断確定されたとき

入院したとき　       　　　　　入院給付金

通院したとき　       　　　　　通院給付金

手術したとき　       　　　　　手術治療給付金

訪問面談サービスと専門医紹介

AF006－2014－0593 11月6日(161106)

（2014 年 10 月 10 日現在）◆ 月 払 保 険 料（ 集 団 取 扱 ）
新 生 き る た め の が ん 保 険 D a y s  A プラン
入 院 給 付 金 日 額 10 , 0 0 0 円 　定額タイプ  解 約 払 戻 金 な しタイプ
保 険 料 払 込 期 間：終 身（ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ）

＜抗がん剤治療特約＞の更新後の保険料は更新時の年齢・保険料率に
よって決まります。

10,000 円1 日につき

がんの場合

上皮内新生物の場合

10,000 円1 日につき

20万円1 回につき

20万円1 回につき放射線治療を受けたとき　          放射線治療給付金

※ Aプランの場合、抗がん剤治療給付金はご希望により取り外すことができます。

抗がん剤治療を受けたとき
（上皮内新生物は対象外）

治療を受けた月ごと

乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
治療を受けた月ごと

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は10年更新） 契約年齢：０歳～満８5歳
Aプラン　入院給付金日額10,000円の 場合

一時金として　100 万円

一時金として　 10 万円

◎詳しくは、「契約概要」等をご覧ください。

「がん」の保障 《新生きるためのがん保険Days 》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性 3,450円

3,800円

5,400円

5,370円 6,560円 8,050円

8,920円 14,110円

35歳 45歳 55歳 65歳

女性

コールセンター 0120-5555-95

電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822

診断給付金

10万円（給付倍率２倍）

5 万円（給付倍率 1 倍）

（更新後の保険期間を
 含め通算 600 万円まで）

（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）がん専門相談サービス プレミアサポート
東京都新宿区西新宿2-1-1  新宿三井ビル

※
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松
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長

国　  労　  東　  京（2）2015 年 5 月 5 日（毎月１回５日発行） No. 1782

仲
間
と
の
共
同
行
動
を
追
求
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
労
の
中
心
舞
台
で
あ
る

東
京
地
本
が
不
団
結
要
素
持
ち
込
ま
な
い
、
組
合
員

に
依
拠
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
要
請
す
る
。

宇
塚　

史
明
（
大
宮
・
大
宮
総
合
車
セ
）

大
宮
地
区
本
部
は
、
三
月
九
日
に
自
治
労
、
水
道

や
教
組
の
連
合
加
盟
の
労
組
な
ど
、
県
平
和
セ
ン
タ

ー
を
中
心
と
し
た
春
闘
勝
利
学
習
交
流
会
。
そ
の
実

行
委
員
会
に
参
加
し
て
埼
玉
に
お
け
る
春
闘
共
闘
を

取
り
組
む
。
大
宮
工
場
支
部
は
埼
玉
県
春
闘
共
闘
会

議
か
ら
講
師
を
招
き
学
習
。
組
合
員
の
春
闘
参
加
企

画
と
し
て
、
春
闘
標
語
と
、
団
結
輪
投
げ
大
会
を
毎

年
開
催
。
大
手
回
答
集
中
日
の
三
月
一
二
日
に
は
、

朝
の
ビ
ラ
配
布
、
昼
休
み
に
は
支
部
総
決
起
集
会
。

て
い
る
。
現
在
第
二
陣
で
五
名
の
Ｏ
Ｂ
に
健
康
診
断

を
受
け
て
も
ら
い
、
申
請
書
類
を
作
成
中
。
ま
た
、

現
職
で
は
特
殊
健
康
診
断
や
職
歴
の
調
査
を
進
め
て

い
る
。
し
か
し
、管
理
者
の
対
応
の
悪
さ
に
よ
っ
て
、

職
場
に
よ
っ
て
職
歴
を
出
せ
な
い
状
況
。
問
題
が
解

決
し
な
い
時
は
、
支
部
を
通
じ
て
地
本
に
相
談
す
る

の
で
力
添
え
を
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
問
題
に
つ
い

て
発
言
が
あ
っ
た
。
国
労
の
歴
史
に
は
、
国
鉄
総
連

か
ら
単
一
体
結
成
の
経
過
が
あ
る
。
な
ぜ
単
一
体
に

移
行
し
た
の
か
今
一
度
学
ん
で
い
く
必
要
が
。
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
議
論
を
行
う
の
で
は
な
く
、

組
織
拡
大
や
合
理
化
、
効
率
化
、
安
全
安
定
輸
送
を

ど
う
構
築
、
確
立
さ
せ
て
い
く
の
か
、
ま
た
地
域
の

割
を
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
見
解
。
三
年
契
約
が
終

わ
っ
た
ら
元
職
場
へ
戻
す
の
が
普
通
だ
と
思
う
が
、

そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
上
野
駅
で
も
、
あ
な
た
し
か

い
な
い
と
頼
ま
れ
、止
む
無
く
決
断
し
た
人
も
多
い
。

頼
む
と
き
に
は
頭
を
下
げ
都
合
の
良
い
話
だ
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
内
で
の
国
労
運
動
を
大
き
く
示
す
こ

と
が
大
切
。
常
磐
線
を
中
心
に
駅
業
務
委
託
、
遠

隔
操
作
導
入
。
新
松
戸
駅
が
監
視
す
る
モ
ニ
タ
ー

の
数
も
半
端
で
は
な
い
。
不
正
乗
車
防
止
と
し
て
、

改
札
口
で
の
Ｆ
Ｇ
対
策
も
見
せ
か
け
だ
け
で
、
無

人
化
に
よ
り
無
法
地
帯
と
な
っ
て
い
る
事
実
も
。

会
社
は
、
要
員
逼
迫
を
シ
ス
テ
ム
導
入
の
理
由

に
挙
げ
て
い
る
が
、
採
用
を
抑
え
て
い
る
か
ら
。

企
業
が
儲
か
れ
ば
設
備
投
資
が
増
え
、
雇
用
が
増

え
る
ど
こ
ろ
か
、
儲
け
は
更
な
る
雇
用
削
減
の
為

の
設
備
投
資
。
諦
め
が
先
行
し
が
ち
だ
が
、
ダ
メ

も
と
で
も
問
題
点
を
突
き
合
わ
せ
る
場
が
重
要
。

松
井　

弘
文
（
八
王
子
・
河
辺
駅
）

作
業
ダ
イ
ヤ
の
変
更
、
寝
室
の
非
常
口
設
置
、

事
務
室
内
に
列
停
設
置
、
乾
燥
機
の
設
置
な
ど
国

労
組
合
員
が
声
を
上
げ
改
善
。
ま
た
、
羽
村
駅
で

は
指
定
席
券
売
機
設
置
に
伴
い
、
二
時
間
の
研
修

で
は
分
か
ら
な
い
と
申
し
入
れ
、
既
に
設
置
し
て

あ
る
小
作
駅
の
締
切
作
業
を
見
に
行
っ
た
。
少
し

だ
が
不
安
を
解
消
。
労
働
組
合
の
必
要
性
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
国
労
加
入
を
勝
ち
取
っ
て
い
き
た
い
。

地
区
本
部
で
は
田
中
委
員
長
を
三
多
摩
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
の
議
長
に
押
し
上
げ
、
平
和
運
動･

共
闘
運
動
を
強
め
て
き
た
。
自
治
労
や
私
鉄
総
連
、

東
交
の
仲
間
達
と
共
に
、
反
核
座
り
込
み
や
反
核

平
和
の
火
リ
レ
ー
、
学
習
会
に
参
加
。
連
合
は
労

使
協
調
の
仲
間
ば
か
り
で
は
な
い
。
運
動
を
広
げ

て
い
く
立
場
か
ら
、
連
合
と
の
共
闘
が
必
要
。

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
全
国
単
一
組
織

か
連
合
体
組
織
か
の
結
論
あ
り
き
の
議
論
で
は
な

く
、
運
動
的
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
。
単
一
組
織

と
し
て
必
要
な
部
分
は
継
続
し
、
弊
害
は
改
め
る

必
要
が
あ
る
。
重
要
な
課
題
は
各
エ
リ
ア
本
部
と

各
会
社
間
で
の
交
渉
や
闘
い
で
あ
る
こ
と
は
事
実
。

宮
下　

富
昭
（
大
井
工
・
東
京
総
合
車
セ
）

ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
。
支
部

と
し
て
Ｏ
Ｂ
会

と
連
携
を
と
り

な
が
ら
手
帳
取

得
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め

る
職
場
も
な
い
。
今
更
新
し
い
仕
事
を
覚
え
る
の

も
大
変
」
と
発
言
。
大
宮
総
車
セ
分
会
で
は
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
テ
ッ
ク
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
へ
一
七
名
が
出

向
。
出
向
先
の
作
業
環
境
や
労
働
条
件
は
劣
悪
。

改
善
を
強
く
申
し
入
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

テ
ッ
ク
の
社
員
は
上
司
に
も
の
が
言
え
な
い
の

で
、
国
労
組
合
員
が
話
を
し
て
改
善
。

車
両
検
修

部
門
の
業
務
委

託
。
小
山
車
両

セ
ン
タ
ー
の
仲

間
が
「
三
年
の

出
向
期
間
が
終

了
す
る
が
、
帰

ま
ず
一
点
目
は
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
組
み
。

大
量
退
職
期
を
迎
え
て
お
り
、
一
〇
年
後
に
は
Ｊ

Ｒ
採
用
、
い
わ
ゆ
る
平
成
採
用
の
人
と
置
き
換
わ

っ
て
い
く
。
転
換
期
の
中
で
会
社
は
施
策
を
展
開

し
て
き
て
い
る
。
今
一
度
、
国
労
が
果
た
し
て
き

た
役
割
、
そ
し
て
組
織
拡
大
の
重
要
性
を
確
認
し

た
い
。
拡
大
の
報
告
が
自
動
車
支
部
の
坂
本
委
員

か
ら
あ
っ
た
。
自
動
車
支
部
は
一
都
六
県
を
担
当

し
、
国
労
組
合
員
と
会
う
の
は
稀
で
あ
る
と
い
う

状
況
の
中
で
、
拡
大
を
し
た
努
力
に
つ
い
て
、
全

体
で
学
び
合
い
た
い
。

四
月
に
新
入
社
員
が
入
社
。
Ｊ
Ｒ
の
次
代
を
担

う
若
手
で
あ
る
。
同
時
に
彼
ら
は
国
労
運
動
を
担

っ
て
行
け
る
人
材
で
あ
る
。
加
入
し
て
頂
き
、
国

労
運
動
を
継
承
し
て
い
く
組
合
員
を
創
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
。
こ
こ
数
年
、
新
入
社
員
配
属
時
に
組

合
説
明
会
を
創
意
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
頂
い
て

い
る
。
し
か
し
。
目
的
は
組
合
説
明
で
は
な
い
。

加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
。

特
に
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
あ
る
が
、
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
組

織
化
も
進
め
て
き
た
。
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
、
役
員

会
を
開
催
し
、
要
求
の
確
立
も
し
て
頂
い
て
い
る
。

国
労
の
組
織
化
が
な
か
な
か
上
手
く
行
か
な
い
状
況

の
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
模
索
し
て
い
く
。

二
点
目
に
労
働
条
件
改
善
・
安
全
安
定
輸
送
確
立

の
闘
い
に
つ
い
て
。
労
働
人
口
が
減
少
し
て
行
く
。

経
済
動
向
も
長
期
的
に
見
て
い
る
が
、
会
社
見
解
と

我
々
が
出
し
た
見
解
は
残
念
な
が
ら
か
け
離
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
今
後
の
社
員
獲
得
は
難
し
く
な

っ
て
い
く
。
社

員
数
は
減
少
す

る
。
こ
の
二
点

を
大
前
提
と
し

て
、
人
を
介
さ

な
い
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
に
躍

起
。
一
方
で
、

社
員
の
接
遇
サ

ー
ビ
ス
を
さ
ら

に
向
上
し
、
高

齢
者
・
不
慣
れ

な
お
客
さ
ま
に
も
安
心
し
て
利
用
し
て
頂
く
と
し
て

い
る
。
お
褒
め
が
よ
く
社
内
誌
に
出
て
い
る
が
、
褒

め
ら
れ
る
の
は
人
間
。
機
械
が
使
い
や
す
く
て
良
い

と
い
う
お
褒
め
は
な
い
。高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、

人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
ど
ん
ど
ん
増

え
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
会
社
に
対
し
て
真
正
面
か

ら
伝
え
、
対
峙
し
て
行
く
。

運
転
関
係
に
お
い
て
も
、
委
員
か
ら
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

内
の
問
題
点
を
指
摘
。乗
務
員
基
地
再
編
に
つ
い
て
、

京
浜
東
北
線
の
実
態
な
ど
も
報
告
さ
れ
た
。
人
が
足

り
な
い
状
況
も
報
告
。
他
職
場
か
ら
助
勤
体
制
を
と

っ
て
山
手
線
を
運
行
し
て
い
る
異
常
な
状
況
。
こ
れ

か
ら
各
支
社
で
ダ
イ
ヤ
改
正
交
渉
が
控
え
て
い
る
の

で
取
り
上
げ
て
参
り
た
い
。

こ
の
間
、
安
全
仕
事
総
点
検
運
動
を
進
め
て
き
た

が
、
今
年
度
も
進
め
て
行
く
。
春
闘
の
職
場
改
善
の

取
組
み
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み
を
提
起
し
て
い
る
の

で
地
区
本
部
・
支
部
で
要
求
を
集
約
し
て
頂
き
た
い
。

三
点
目
は
二
〇
一
五
年
春
闘
に
つ
い
て
。

二
〇
〇
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
言
わ
れ

て
い
る
方
が
既
に
一
一
二
〇
万
人
に
達
し
て
い

る
。
格
差
が
加
速
。
国
労
と
し
て
は
二
月
一
二
日
に

一
五
〇
〇
〇
円
の
新
賃
金
と
諸
要
求
を
Ｊ
Ｒ
各
社
に

提
出
。
何
と
し
て
も
勝
ち
取
る
た
め
に
本
部
や
東
日

本
本
部
と
連
携
を
図
り
、
支
え
る
取
り
組
み
を
し
て

参
り
た
い
。
職
場
か
ら
の
春
闘
再
構
築
を
図
る
。
三
・

九
の
国
労
総
行
動
、
三
月
八
日
と
九
日
の
青
・
婦
・

家
中
央
行
動
、
貨
物
交
流
会
も
開
催
す
る
。

四
点
目
は
平
和
・
民
主
主
義
・
反
原
発
の
取
組
み
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
四
年
。
復
興
が
一
向
に

進
ん
で
い
な
い
。
フ
ク
シ
マ
交
流
と
い
う
こ
と
で
昨
年

一
一
月
に
現
地
視
察
に
行
き
交
流
。
常
磐
線
に
つ
い
て

は
見
通
し
が
立
た
な
い
部
分
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
特
急
車
両
が
放
置
さ
れ
、
橋
脚
が
ず
れ
た
ま
ま
。

国
道
六
号
線
を
バ
ス
で
通
っ
た
が
、
放
射
線
量
が
一
一

μ
㏜
と
い
う
線
量
で
、
政
府
が
出
し
て
い
る
基
準
は
〇

.

二
三
μ
㏜
。
色
も
に
お
い
も
味
も
な
い
放
射
能
が
降

り
注
ぎ
、
数
十
年
は
人
間
が
生
活
で
き
な
い
。
政
府
は

何
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
原
発
再
稼
働
。
利
益
の
み

追
求
す
る
姿
勢
は
許
さ
れ
な
い
。

今
の
政
治
状
況
は
委
員
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
通
り
、

我
々
が
直
面
す
る
労
働
法
制
、
残
業
代
ゼ
ロ
の
法
案
、

集
団
的
自
衛
権
か
ら
安
全
保
障
政
策
、
憲
法
の
改
悪
が

現
実
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
安
倍
内
閣
を
こ

の
ま
ま
に
は
で
き
な
い
。
春
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
訴
え
、
国
労
方
針
を
取
り
組
ん
で
頂

い
て
い
る
候
補
者
の
全
員
当
選
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

四
点
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
が
、
三
月
に
全
分

会
長
会
議
を
開
催
し
、
具
体
的
な
組
織
対
策
の
取

組
み
、
春
闘
に
つ
い
て
提
起
し
、
全
分
会
で
意
思

統
一
を
図
り
た
い
。
闘
い
に
決
起
す
る
先
頭
に
地

方
本
部
が
立
つ
決
意
を
申
し
上
げ
、
第
一
〇
四
回

の
拡
大
地
方
委
員
会
に
お
け
る
集
約
答
弁
と
す
る
。


